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主論文 

Endosialin/CD248 may be a potential therapeutic target to prevent the invasion and metastasis in 

osteosarcoma 

 

エンドシアリン/CD248は骨肉腫の浸潤と転移を抑制する潜在的な治療標的となる可能性がある 

 

  Yumiko Kondo, Kanya Honoki, Shingo Kishi, Shiori Mori, Rina Fujiwara-Tani, 

Shinji Tsukamoto, Hiromasa Fujii, Hiroki Kuniyasu, Yasuhito Tanaka 

Oncology Letters 

2022 Feb; 23(2): 42.   



論文審査の要旨 

 

Endosialin/CD248 は膜貫通型受容体であり、活性化された間葉系細胞、肉腫の幹細胞に高発

現する。本研究では骨肉腫におけるその発現と治療標的としての可能性について抗 endosialin抗体

（MORAb-004/Ontuxizumab）を用いて検討した。骨肉腫臨床検体においては転移例において

endosialin の高発現を認め、予後マーカーとしての意義が示された。また抗体処理によっても細胞増

殖、幹細胞能、分化能には影響しないものの、fibronectin 存在下において腫瘍細胞の運動性を低

下させ、浸潤と転移病巣の発生を抑制することが示された。 

公聴会においては CD248 の発現についての質疑があり、転移群が非転移群より腫瘍細胞の陽性

割合が高く、予後マーカーである可能性が述べられた。また fibronectin と CD248の結合により生じる

変化の分子レベルでの解釈について、微少環境変化に関する幾つかの適切な考察があった。さらに、

今後、病期や対象を抗体治療薬の使用についての可能性が述べられた。 

これらの研究成果は、今後の臨床応用が期待され、臨床医学の発展に寄与するものと評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与するとこ

ろが大きいと認める。 
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